
４．参考資料（調査票）                                  

 

 実態調査に使用した調査票は次の通りです。 

  

  ※ 母子と父子は同じ調査票を使用しましたが、調査票の色を異なるものとし、また Web

フォームからの回答は母子か父子かを判別できるようにしました。 

  

※ 寡婦は母子・父子とは異なる調査票を使用しました。 
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※スマホ等で回答される場合は、この調査票は不要です。お手数ですがリサイクル又は処分

　していただきますようお願いします。

①

②

③

④

問１　あなたの年齢は、満何歳ですか。（令和５年８月１日現在）

1. 2. 3. 4.

5. 6. 7. 8.

9. 10.

問２　あなたのお子さん（２０歳未満）は、それぞれ何人ですか。

1. 2. 3. 4.

1. 2. 3. 4.

1. 2. 3. 4.

1. 2. 3. 4.

1. 2. 3. 4.

1. 2. 3. 4.

1. 2. 3. 4.

1. 2. 3. 4.

1. 2. 3.

4. 5. 子供のみ 6. その他（　　　　　　　　　　）

問４　ひとり親家庭になった理由は何ですか。

1. 2. 3. 未婚の母　※母子家庭の方のみ

4. 配偶者の家出・行方不明 5. 遺棄 6. その他（　　　　　　　　　　）

問５　問４でお答えになった理由にいたった当時、あなたは何歳でしたか。

1. 2. 3. 4.

5. 6. 7. 8.

9. 10.

20歳未満 20～24歳 25～29歳 30～34歳

和歌山県ひとり親家庭等実態調査票

死別 離婚

35～39歳 40～44歳 45～49歳 50～54歳

55～59歳 60歳以上

あなたの母（義母） あなたの兄弟姉妹

あなたの祖父母

就学前：

小学生：

中学生：

高校生：

専門学校生：

短大・大学生：

問３　お子さん以外に同居している人はいますか。あてはまるものをすべてお答えください。

１人 2人 ３人 ４人以上

１人 2人 ３人 ４人以上

１人 2人 ３人 ４人以上

2人 ３人 ４人以上

50～54歳

１人 2人 ３人 ４人以上

１人 2人 ３人 ４人以上

１人 2人 ３人 ４人以上

１人 2人 ３人 ４人以上

記入上の注意

令和５年８月１日現在の状況をひとり親家庭の親（母又は父）の方が記入してください。

ご記入は、黒鉛筆又は黒・青ボールペンでお願いします。

回答の方法は、あてはまる項目の数字を○で囲み、「その他」の場合は、（　　　）内

この調査は無記名ですので、調査票や返信用封筒に住所、氏名等を書く必要はありません。

にその内容を具体的に記入してください。

社会人：

その他：

あなたの父（義父）

55～59歳 60歳以上

１．あなたご本人やご家族の状況についておたずねします

20歳未満 20～24歳 25～29歳 30～34歳

35～39歳 40～44歳 45～49歳

１人

母子家庭・父子家庭用
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問６　あなたの住居の状況はどれですか。

1. 2. 父母、兄弟姉妹等の持家に同居　

3. 借家（民間のｱﾊﾟｰﾄ・ﾏﾝｼｮﾝ等） 4. 公営住宅

5. 社宅・官公舎 6.

問７　あなたは、ひとり親家庭になる前、仕事をしていましたか。

1. 仕事をしていた 2. 仕事をしていなかった  

問８　あなたは、現在、仕事をしていますか。

1. 仕事をしている  　→　問９ にお進みください

2. 仕事をしていない  →　問15 にお進みください

問９　あなたが、現在している仕事の勤務形態はどれですか。

1. 常用雇用（正社員・正職員）　 2. 派遣社員

3. 臨時雇用（パートタイム・アルバイト） 4. 自営業（商店・農業など）

5. 内職・在宅ワーク 6. その他（　　　　　　　　　　　　　）

問10　あなたの現在のお仕事の職種（主なもの１つ）は何ですか。

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

1. 公共職業安定所等公共機関の紹介 2. 新聞、チラシ、雑誌等の求人広告

3. 友人・知人の紹介 4. 家族や親戚の紹介

5. 学校からの紹介 6. 人材派遣会社からの派遣

7. 探す必要はなかった 8. その他（　　　　　　　　　　）

問12　１日の平均労働時間はどのくらいですか。

1. 2. 3.

4. 5. 6. 11時間以上

その他（　　　　　　　　　　　）

建設・採掘従事者（土木、左官等建設・土木業従事者など）

運搬・清掃・包装等従事者（配達員、清掃員など）

保安職従事者（警察官、消防員、警備員など）

３．仕事のことについておたずねします

専門職・技術職員（医師、保健師、（准）看護師、教員、保育士、栄養士など）

管理職員（会社・団体の役員など）

９～11時間

２．住居のことについておたずねします

持家

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

事務職員（一般事務、経理事務、医療事務など）

販売職員（商品の販売店主、販売員、営業員、外交員など）

サービス業従事者（理容･美容師、福祉・介護従事者、飲食店等の接客など）

農業・林業・漁業従事者

生産工程従事者（製造業従事者、機械組立業従事者など）

輸送･機械運転従事者 （タクシー・バス・船舶等運転手など）

７～９時間

問11　あなたは、今の仕事をどんな方法で探しましたか。主なものを１つお答えください。

３時間未満 ３～５時間 ５～７時間
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問13　あなたが、現在持っている免許や資格すべてに○をしてください

1. 2. 3.

4. 5. 6.

7. 8. 9.

10. 11. 12.

13. 14.

1. 2. 3.

4. 5. 6.

7. 8. 9.

10. 11. 12.

その理由は何ですか。

1. 病気、病弱で働けない 2. 求職中

3. 家族の看病 4. 就職のため技能・技術習得中

5. 子供の世話をしてくれる人がいない 6. 希望する仕事が見つからない

7. 働かなくても経済的に困らない 8. その他（　　　　　　　　　　　　）

問16-1　あなたが、今後取得したい免許や資格があれば３つ以内でお答えください。

1. 2. 3.

4. 5. 6.

7. 8. 9.

10. 11. 12.

13. 14.

問16-2　あなたの仕事（就業面）は、新型コロナウィルス感染症の拡大により

どのような影響を受けましたか。

1. 仕事を失い、現在も求職中 2. 仕事を失ったが、今は別の仕事をしている

3. 仕事の勤務時間が減った 4. 仕事は失わず、勤務時間も減っていない

5. 仕事の勤務時間が増えた 6. もともと仕事をしていなかった

7. その他（　　　　　            　　　　　　　　）

問16-3　あなたの仕事（収入面）は、新型コロナウィルス感染症の拡大により

どのような影響を受けましたか。

1. 収入が減った 2. 収入が増えた

3. 収入に大きな影響はなかった 4. もともと仕事をしていなかった

5. その他（　　　　　            　　　　　　　　）

栄養士・調理師 保育士・教員 （准）看護師・保健師

介護職員（ホームヘルパー） 社会・介護福祉士

理容師・美容師

問15　問８で現在「仕事をしていない」と答えられた方におたずねします。

250万～300万円未満 300万～350万円未満

理学･作業療法士

医療事務

350万～400万円未満

400万～500万円未満 500万～600万円未満 600万円以上

外国語 その他（　 　　          　　　　　　　）

問14　あなたの"世帯の"昨年１年間（令和４年中）の収入（就労収入、養育費、児童扶養手当、
その他の給付金等の合計）は、いくらぐらいですか。

なし 50万円未満 50万～100万円未満

100万～150万円未満 150万～200万円未満 200万～250万円未満

簿記・会計 和裁・洋裁・着付け

自動車運転免許  

ワープロ・パソコン

栄養士・調理師 保育士・教員 （准）看護師・保健師

↓　すべての方におたずねします。　↓

介護職員（ホームヘルパー） 社会・介護福祉士 理学･作業療法士

医療事務 理容師・美容師 自動車運転免許  

ワープロ・パソコン 簿記・会計

外国語

和裁・洋裁・着付け

その他（　 　　          　　　　　　　）
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　家庭の方のみ」と答えた方におたずねします。それ以外の方は、問19へお進みください。

問17-1　あなたは、養育費について取り決めをしていますか。また、支払は取り決め
　どおりですか。

1. 取り決めをしており、そのとおり支払われている。

2. 取り決めをしているが、途中から支払われていない。又は、額が減った。

3. 取り決めをしているが、最初から全く支払われていない。

4. 取り決めをしていない。

問17-2　養育費をもらっている方におたずねします。養育費の額はいくらですか。

1. 月額（　　　　　）円

2. 月額等は決まっていないが、年間約（　　　　　）円

問17-3　養育費について「取り決めをしていない」と答えた方におたずねします。
　理由は何ですか。

1. 自分の収入で経済的に問題なく、もらうつもりはない。

2. 相手に経済力がない。

3. 取り決めするのがわずらわしい。

4. 取り決めの交渉をしたがまとまらなかった。

5. 今後交渉することになっている。

6. その他（　　　　　　　　　　　　）

問17-4　養育費について「取り決めをしていない」と答えた方におたずねします。
　　　　  養育費の取決めについて、相手に直接会わず、スマホで取決めができるサービス
　　　  があれば使ってみたいですか。

1. 使ってみたい 2. 公正証書が作れるなら使ってみたい　

3. 使いたいと思わない（理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問18-1　あなたは、面会交流（子どもと離れて暮らしている親が子どもと定期的に会う
 　こと。）について取り決めをしていますか。また、面会交流は取り決めどおりですか。

1. 取り決めをしており、そのとおり行われている。

2. 取り決めをしているが、途中から面会交流がされていない。

3. 取り決めをしているが、最初から面会交流がされていない。

4. 取り決めをしていない。

問18-2　面会交流について「取り決めをしている方」におたずねします。

　面会交流の頻度はどのくらいですか。

1. 月（　　　　）回

2. 月当たりは決まっていないが、年間約（　　　　）回

※問17～18は、問４でひとり親家庭になった理由を「２.離婚」又は「３.未婚の母  ※母子

４．養育費のことについておたずねします

５．面会交流のことについておたずねします。　※問４でひとり親家庭になった理由を

「２.離婚」又は「３.未婚の母 ※母子家庭の方のみ」と答えた方のみお答えください。

※お子さん　＿＿＿人分

※お子さん　＿＿＿人分
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問18-3　面会交流について「取り決めをしていない」と答えた方におたずねします。
　理由は何ですか。

1. 相手に子どもを会わせたくない。

2. 相手にその意思がない。

3. 取り決めをするのがわずらわしい。

4. 取り決めの交渉をしたがまとまらなかった。

5. その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問19-1　 小学校入学前のお子さんがいる方におたずねします。

　小学校入学前の養育しているお子さんの保育はどなたが行っていますか。

　お子さんごとに、最も長い時間預けている先を選んで人数を記入してください。

1. 2. 3. 別居の家族・親戚 ＿＿＿人

4. 5. 6.

7. 認定こども園  ＿＿＿人 8. 世話をする人がいない（子供だけでいる）  ＿＿＿人

9. その他（    　　　　            　　　　）   ＿＿＿人

問19-2　中学校を卒業したお子さんがいる方におたずねします。

  　　　　中学校卒業後のお子さんの進路別に人数を記入してください。

※あなたのお子さん全員（大人になっていたり、今は別居している場合等を含む。）について、

　中学校卒業直後の進路を記入してください。

1. 高校　＿＿＿人 2. 高等専門学校（高専） ＿＿＿人

3. 専修学校・各種学校 ＿＿＿人 4. 就労 ＿＿＿人

5. その他  ＿＿＿人

問19-3　高等学校等を卒業したお子さんがいる方におたずねします。

  　　　　高等学校等卒業後のお子さんの進路別に人数を記入してください。

※あなたのお子さん全員（大人になっていたり、今は別居している場合を含む。）について、

　高校等卒業直後の進路を記入してください。問19-2と19-3の両方に該当するお子さんもいます。

1. 大学　＿＿＿人 2. 短期大学 ＿＿＿人

3. 専修学校・各種学校（専門学校含む） ＿＿＿人 4. 就労 ＿＿＿人

5. その他  ＿＿＿人

問20　お子さんが病気のとき、主にだれに世話をしてもらいますか。

1. あなた自身 2. 同居の家族 3. 別居の家族･親戚

4. 近所の人 5. 友人・知人 6. 日常生活支援員

7. ベビーシッター等 8. いない 9. その他（　　　　　　　　　　）

問21　お子さんの進学はどこまでを考えていますか。

1. 2. 3.

4. 5. 6.

7. 8. その他（　　　　　　　　　　）

６．お子さんのお世話や教育のことについておたずねします

あなた自身 ＿＿＿人 同居の家族 ＿＿＿人

友人・知人  ＿＿＿人 保育所  ＿＿＿人 幼稚園  ＿＿＿人

↓　すべての方におたずねします。　↓

中学校 高等学校 高等専門学校（高専）

短大・専門学校 大学 大学院

子供の意志に任せる
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問22　お子さんに関して、お悩みになっていることがあれば３つ以内でお答えください。

1. 2. 3.

4. 5.  特にない 6. その他（　　　　　　　　　　）

問23　あなたが病気のとき、主にだれに世話をしてもらいますか。

1. 2. 3.

4. 5. 6.

7. その他（　　　　　　　　　　　　）

1. 2. 3.

4. 5. 6.

7. 8. 9.

10. 特に悩みはない 11. その他（ 　　 　　　　　　　　　）

1. 2. 3.

4. 5. 6.

7. 8. 9.

10. その他（ 　　 　　　　　　　　　）

　　　　 でお答えください。

1. 食費を節約 2. 光熱費を節約 3. レジャーの費用を節約

4. 衣料品費を節約 5. 外食を減らした 6. 子供の習い事を減らした

7. 副業を始めた 8. 仕事の勤務時間を増やした

9. 10. その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

問26　あなたが利用した（利用している）福祉制度は、どのようにして知りましたか。

主なものを１つお答えください。　　※福祉制度の例は、問28にあります。

1. 2. 3.

4. 5. 6.

7. 8. 9.

就職

７．健康のこと、悩みごとについておたずねします

同居の家族 別居の家族・親戚 近所の人

教育・進学 育児・しつけ 交友関係

健康のこと 子どものこと 家事のこと

人間関係のこと 老後のこと 相談相手がいないこと

友人・知人 日常生活支援員 いない

問24　あなたが困っていること、お悩みになっていることがあれば３つ以内でお答えください。

家計・生活費のこと 仕事のこと 住居のこと

問25-2　最近の物価高騰に対し、どのような対策を行っていますか。主なものを3つ以内

特に対策は行っていない

問25-1　困ったときの主な相談相手はだれですか。２つ以内でお答えください。

同居の家族 別居の家族・親戚 近所の人

友人・知人 職場の同僚・上司 民生・児童委員 

福祉事務所等公的機関の人 母子寡婦福祉団体の人 相談相手はいない

友人・知人

パンフレット･ポスター 新聞・テレビ その他（　　　　　　　　）

８．福祉施策の利用状況や行政への要望についておたずねします

県の広報紙 市町村の広報紙　 県振興局職員

市町村職員 民生・児童委員
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1. 公的貸付制度の充実

2. 子供の学費・通学交通費等の就学援助

3. 医療費助成事業の拡大

4. ひとり親家庭等日常生活支援事業の充実

5. 相談事業の充実

6. 技能、資格等の取得講習会の実施

7. 子供の生活・学習支援の充実（子ども向けの教室、交流会、催しの実施等）

8. 放課後児童クラブ等、学童保育の充実

9. その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※1

　　を派遣

※2 （オ）見守り支援員が仕事や子育て等の悩み事の相談に応じ、自立支援プログラムを策定

※3 （キ）(1)母子（父子）家庭の母(父)が資格取得講座を受講するとき、受講費用の最大６割（上限あり）

　　    　を給付。

　　　(2)母子（父子）家庭の母(父)が看護学校等の養成機関に通学する期間（最大４年）、給付金（70,

　　　　 500円～14万円）を支給

※４ （ス）一時的な病気や出産等のため、家庭で児童の面倒をみるのが困難なときに、施設などで一時的に

　　養育・保護を行う。

※５  （ソ）子供の食の支援、居場所の支援等を目的に、民間団体などが無料または格安で食事を提供して

　　いる場所。

※６ （タ）養育費の確保を支援するため①公正証書作成費用等の補助、②無料の弁護士相談、③公証役場等

　　への同行支援を実施

(コ)母子父子自立支援員

(サ)児童相談所・女性相談所
　（配偶者暴力相談支援センター）

(シ)母子生活支援施設

(ス)子育て短期支援事業　※４

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □

□ □ □

(キ)自立支援給付金事業
　 (1)自立支援教育訓練給付金、
　 (2)高等職業訓練促進給付金   ※３

(ク)公共職業安定所（ハローワーク）

(ケ)母子家庭等就業・自立支援センター

(カ)就業支援講習会（介護職員初任者研修、
　　ライフプランニング講習会等）

□

（エ）主に小学生以下の児童を養育しているひとり親家庭に、保育や家事援助のサービスを行う支援員

□ □ □
(セ)ファミリーサポートセンター □ □ □
(ソ)子供食堂   ※５ □ □ □
(タ)養育費確保支援事業  ※６ □ □ □

(エ)ひとり親家庭アシスト事業
　（うち日常生活支援事業 ※１）

□

(ア)児童扶養手当

(イ)ひとり親家庭医療費助成

(ウ)母子父子寡婦福祉資金貸付金

(オ)ひとり親家庭アシスト事業
　（うち見守り支援事業 ※２）

□ □ □

□ □ □
□ □ □
□ □

問27  あなたが、県・市町村の施策等で要望することを３つ以内でお答えください。

問28　あなたは下記の福祉制度等を利用したことがありますか。

(ア)から(タ)のすべてについて、あてはまるもの１つに○をつけてください。

知っていたが利用し
たことがない

知らなかった
利用している、利用

したことがある公的制度
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○最後に、全体を通してご意見、ご要望等がありましたら、ご自由にお書きください。

　ご協力ありがとうございました。

　この調査票は、返信用封筒に入れて封をし、ポストへ投函するか市町村の児童扶養手当

担当窓口へ提出してください。

　お忙しいところ誠に恐縮ですが、令和５年９月２９日（金）までにお願いします。

  《不明点等のお問い合せ先》

和歌山県福祉保健部　福祉保健政策局

子ども未来課　家庭福祉班　 電話：073-441-2493
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※スマホ等で回答される場合は、この調査票は不要です。お手数ですがリサイクル又は処分

　いただきますようお願いします。

①

②

③

④

問１　あなたの年齢は、満何歳ですか。（令和５年８月１日現在）

1. 40歳未満 2. 40歳～44歳 3. 45歳～49歳 4. 50歳～54歳

5. 55歳～59歳 6. 60歳～64歳 7. 65歳以上

問２　あなた以外に同居している人はいますか。あてはまるものをすべてお答えください。

1. 2. 3.

4. 5. 子供 6. その他（　　　　　　　　　　　　）

1. 2. 3. 4.

5. 6.

問４　問３でお答えになった理由にいたった当時、あなたは何歳でしたか。

1. 2. 3. 4.

5. 6. 7. 8.

9. 10.

問５　あなたの住居の状況はどれですか。

1. 2. 父母、兄弟姉妹等の持家に同居　

3. 借家（民間のｱﾊﾟｰﾄ・ﾏﾝｼｮﾝ等） 4. 公営住宅

5. 社宅・官公舎 6.

問６　あなたは、配偶者がいなくなる前、仕事をしていましたか。

1. 仕事をしていた 2. 仕事をしていなかった  

問７　あなたは、現在、仕事をしていますか。

1. 仕事をしている  　→　問８ にお進みください

2. 仕事をしていない  →　問14 にお進みください

和歌山県ひとり親家庭等実態調査票

寡婦世帯用

その他（　　　　　　　　　　　）

３．仕事のことについておたずねします

20～24歳 25～29歳 30～34歳

記入上の注意

令和５年８月１日現在の状況を寡婦の方が記入してください。

ご記入は、黒鉛筆又は黒・青ボールペンでお願いします。

回答の方法は、あてはまる項目の数字を○で囲み、「その他」の場合は、（　　　）内

この調査は無記名ですので、調査票や返信用封筒に住所、氏名等を書く必要はありません。

にその内容を具体的に記入してください。

１．あなたご本人やご家族の状況についておたずねします

あなたの父（義父） あなたの母（義母） あなたの兄弟姉妹

あなたの祖父母

離婚 未婚の母死別 夫の家出・行方不明

遺棄 その他（　　　　　　　　　　　　　　）

問３　配偶者がいなくなった理由は何ですか。

２．住居のことについておたずねします

持家

35～39歳 40～44歳 45～49歳 50～54歳

55～59歳 60歳以上

20歳未満
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問8　あなたが、現在している仕事の勤務形態はどれですか。

1. 常用雇用（正社員・正職員）　 2. 派遣社員

3. 臨時雇用（パートタイム・アルバイト） 4. 自営業（商店・農業など）

5. 内職・在宅ワーク 6. その他（　　 　　　　　　　　　）

問9　あなたの現在のお仕事の職種（主なもの１つ）は何ですか。

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

1. 公共職業安定所等公共機関の紹介 2. 新聞、チラシ、雑誌等の求人広告

3. 友人・知人の紹介 4. 家族や親戚の紹介

5. 学校からの紹介 6. 人材派遣会社からの派遣

7. 探す必要はなかった 8. その他（　　　　　　　　　　）

問11　１日の平均労働時間はどのくらいですか。

1. 2. 3.

4. 5. 6.

問12　あなたが、現在持っている免許や資格すべてに○をしてください。

1. 2. 3.

4. 5. 6.

7. 8. 9.

10. 11. 12.

13. 14.

1. 2. 3.

4. 5. 6.

7. 8. 9.

10. 11. 12.

その理由は何ですか。

1. 病気、病弱で働けない 2. 求職中

3. 家族の看病 4. 就職のため技能・技術習得中

5. 子供の世話をしてくれる人がいない 6. 希望する仕事が見つからない

7. 働かなくても経済的に困らない 8. その他（　　　　　　　　　　　　）

医療事務 理容師・美容師 自動車運転免許  

ワープロ・パソコン

７～９時間 ９～11時間 11時間以上

栄養士・調理師 保育士・教員 （准）看護師・保健師

介護職員（ホームヘルパー） 社会・介護福祉士 理学･作業療法士

簿記・会計 和裁・洋裁・着付け

建設・採掘従事者（土木、左官等建設・土木業従事者など）

運搬・清掃・包装等従事者（配達員、清掃員など）

保安職従事者（警察官、消防員、警備員など）

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

事務職員（一般事務、経理事務、医療事務など）

販売職員（商品の販売店主、販売員、営業員、外交員など）

サービス業従事者（理容･美容師、福祉・介護従事者、飲食店等の接客など）

農業・林業・漁業従事者

生産工程従事者（製造業従事者、機械組立業従事者など）

輸送･機械運転従事者 （タクシー・バス・船舶等運転手など）

専門職・技術職員（医師、保健師、（准）看護師、教員、保育士、栄養士など）

管理職員（会社・団体の役員など）

問10　あなたは、今の仕事をどんな方法で探しましたか。主なものを１つお答えください。

３時間未満 ３～５時間 ５～７時間

外国語 その他（　 　　          　　　　　　　）

問13　あなたの"世帯の"昨年１年間（令和４年中）の収入（就労収入、養育費、その他の
給付金等の合計）は、いくらぐらいですか。

なし 50万円未満 50万～100万円未満

100万～150万円未満 150万～200万円未満 200万～250万円未満

問14　問7で現在「仕事をしていない」と答えられた方におたずねします。

250万～300万円未満 300万～350万円未満 350万～400万円未満

400万～500万円未満 500万～600万円未満 600万円以上
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問15-1　あなたが、今後取得したい免許や資格があれば３つ以内でお答えください。

1. 2. 3.

4. 5. 6.

7. 8. 9.

10. 11. 12.

13. 14.

問15-2　あなたの仕事（就業面）は、新型コロナウィルス感染症の拡大により
どのような影響を受けましたか。

1. 仕事を失い、現在も求職中 2. 仕事を失ったが、今は別の仕事をしている

3. 仕事の勤務時間が減った 4. 仕事は失わず、勤務時間も減っていない

5. 仕事の勤務時間が増えた 6. もともと仕事をしていなかった

7. その他（　　　　　            　　　　　　　　）

問15-3　あなたの仕事（収入面）は、新型コロナウィルス感染症の拡大により
どのような影響を受けましたか。

1. 収入が減った 2. 収入が増えた

3. 収入に大きな影響はなかった 4. もともと仕事をしていなかった

5. その他（　　　　　            　　　　　　　　）

問16　あなたが病気のとき、主にだれに世話をしてもらいますか。

1. 2. 3.

4. 5. 6.

7. その他（　　　　　　　　　　　　）

1. 2. 3.

4. 5. 6.

7. 8. 9.

10. 特に悩みはない 11. その他（ 　　 　　　　　　　　　）

1. 2. 3.

4. 5. 6.

7. 8. 9.

10. その他（ 　　 　　　　　　　　　）

　　　　 でお答えください。

1. 食費を節約 2. 光熱費を節約 3. レジャーの費用を節約

4. 衣料品費を節約 5. 外食を減らした 6. 子供の習い事を減らした

7. 副業を始めた 8. 仕事の勤務時間を増やした

9. 10. その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

問19　あなたが利用した（利用している）福祉制度は、どのようにして知りましたか。
主なものを１つお答えください。　　※福祉制度の例は、問21にあります。

1. 2. 3.

4. 5. 6.

7. 8. 9.

和裁・洋裁・着付け

その他（　 　　          　　　　　　　）

↓　すべての方におたずねします。　↓

同居の家族 別居の家族・親戚 近所の人

栄養士・調理師 保育士・教員 （准）看護師・保健師

4．健康のこと、悩みごとについておたずねします

介護職員（ホームヘルパー） 社会・介護福祉士 理学･作業療法士

医療事務 理容師・美容師 自動車運転免許  

ワープロ・パソコン 簿記・会計

外国語

健康のこと 子どものこと 家事のこと

人間関係のこと 老後のこと 相談相手がいないこと

友人・知人 日常生活支援員 いない

問17　あなたが困っていること、お悩みになっていることがあれば３つ以内でお答えください。

家計・生活費のこと 仕事のこと 住居のこと

問18-1　困ったときの主な相談相手はだれですか。２つ以内でお答えください。

同居の家族 別居の家族・親戚 近所の人

友人・知人 職場の同僚・上司 民生・児童委員 
福祉事務所等公的機関の人 母子寡婦福祉団体の人 相談相手はいない

5．福祉施策の利用状況や行政への要望についておたずねします

県の広報紙 市町村の広報紙　 県振興局職員

市町村職員 民生・児童委員 友人・知人

パンフレット･ポスター 新聞・テレビ その他（　　　　　　　　）

問18-2　最近の物価高騰に対し、どのような対策を行っていますか。主なものを3つ以内

特に対策は行っていない
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1. 公的貸付制度の充実

2. 子供の学費・通学交通費等の就学援助

3. ひとり親家庭等日常生活支援事業の充実

4. 相談事業の充実

5. 技能、資格等の取得講習会の実施

6. その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※1

○最後に、全体を通してご意見、ご要望等がありましたら、ご自由にお書きください。

　この調査票は、返信用封筒に入れて封をし、ポストへ投函するか市町村の児童扶養手当

担当窓口へ提出してください。

　お忙しいところ誠に恐縮ですが、令和５年９月２９日（金）までにお願いします。

  《不明点等のお問い合せ先》

和歌山県福祉保健部　福祉保健政策局

子ども未来課　家庭福祉班　 電話：073-441-2493

問20  あなたが、県・市町村の施策等で要望することを３つ以内でお答えください。

問21　あなたは下記の福祉制度等を利用したことがありますか。

(ア)から(コ)のすべてについて、あてはまるもの１つに○をつけてください。

知っていたが利用し
たことがない

知らなかった
利用している、利用

したことがある公的制度

□ □ □
□ □ □
□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

　ご協力ありがとうございました。

（エ）母子・父子家庭、寡婦が、冠婚葬祭、就職活動等のため、一時的に家事援助や保育サービスを
　　必要とするとき、日常生活支援員を派遣するもの。

(ア)児童扶養手当

(イ)ひとり親家庭医療費助成

(ウ)母子父子寡婦福祉資金貸付金

(エ)ひとり親家庭アシスト事業
　（うち日常生活支援事業 ※１）

(オ)就業支援講習会（介護職員初任者研修、
　　ライフプランニング講習会等）

(カ)公共職業安定所（ハローワーク）

(キ)母子家庭等就業・自立支援センター

(ク)母子父子自立支援員

(ケ)児童相談所・女性相談所
　（配偶者暴力相談支援センター）

(コ)母子生活支援施設

□ □ □
□ □ □
□ □ □

□ □ □
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